
定額減税の不足額を支給します
� ●問い合わせ先　税務課　☎０９６－２４８－１１１４

対象者にはお知らせを郵送します

令和6年度に実施された定額減税（1人当たり、住民税1万円・所得税3万円を減税）で、減税しきれないと見込
まれた人に調整給付金（当初調整給付）を支給しておりますが、その後、令和6年分所得額などが確定し、当初調整
給付などに不足がある人に不足額を支給します。
対象者にはすでに通知を発送しており、令和6年中に本市へ転入してきた人には随時（9月中予定）通知を発送予

定です。
※令和7年度個人住民税が課税されている市町村（原則、本年1月1日に住民票がある市町村）から支給

▶支給対象者
➀�当初調整給付の算定は、令和5年所得などを基にした推計額（令和6年分推計所得税額）を用いて算定しているた
め、令和6年分所得税および定額減税の実績額などが確定したことで、本来給付すべき所要額と、当初調整給付
額との間で差額が生じた人

②次の全ての要件を満たす人には、 1人当たり原則4万円（定額）を支給します
・所得税および個人住民税所得割ともに定額減税前税額が0円（定額減税対象外）の人
・税制度上、『扶養親族』対象外である人
（例）青色事業専従者・事業専従者（白色）、合計所得金額48万円超の人
・低所得世帯向け給付（注1）の対象世帯の世帯主・世帯員にも該当しなかった人
（注1）�電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（7万円・こども加算）　物価高騰対応重点支援給付金（10

万円・こども加算）　新たな非課税世帯等給付金
※➀②の対象は、合計所得金額が1,805万円以下の人

日本に住む全ての人と世帯（外国人を含む）を対象と
した5年に一度の最も重要な統計調査、『国勢調査』を
実施します。 国勢調査は、日本の人口、世帯、就業者
からみた産業構造などの状況を地域別に明らかにする
ために行なわれるものです。皆さんのご理解とご協力
をお願いします。

国勢調査員が9月下旬頃から各世帯を訪問して、調
査書類を配布します。回答は、スマホやパソコンから
かんたん便利なインターネット回答がおすすめです。
紙の調査票を郵送または調査員に提出することもでき
ます。
※詳しくは広報こうし10月号でもお知らせします

●問い合わせ先　企画課 企画広報班　☎０９６－２４８－１８１３

7月12日土曜日、竹迫観音祭が開催されました。約800年前から
続く農業や産業振興、交通安全を願う祭りで、市指定文化財です。
当日は、日中、雨脚が強まるときもありましたが、祭りの時間は

小雨になり竹迫地区は多くの人たちでにぎわいました。

➀➂⑩⑪⑫３町が竹迫観音堂を周り
太鼓や横笛を響かせる
➁⑨⑬観音堂石段の上りと下り
④⑤町中を進む様子
⑥ぶつかり合うドランジャー（台車）
⑦3町が揃い観音堂に向かう
⑧観音堂の坂を駆け上がるこどもたち

守り続ける伝統

竹迫観音祭
こうし
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▲市ホームページ
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